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概要：ICTを活用した教育の質的改善が多くの大学で進められている。しかしながら、大学の授業

や試験において手軽に少ない設備投資で多数の学生に適用できる特質から「紙」や「手書き」は、

依然非常に多くの場面で利用されている。そのような背景から「紙」や「手書き」の特質を活かし

て ICTと組み合わせた授業支援ツール 2種類を開発して立正大学では 5年以上提供してきた。これ

らは学生/教員双方に ICTのスキルを必要としない簡易なツールであるため、教員の ICTの教育への

利用を促している。 

1 はじめに 

近年の情報化・グローバル化に対応するために

ICT を活用した効果的・効率的・魅力的な教育が

求められている。そのため、多くの大学で LMS、

クリッカーやビデオ・オン・デマンドシステムな

ど様々な ICT を活用した授業支援ツールが導入さ

れている[1][2]。しかしながら、ICT 利活用の普及は

多くの大学において大きな課題である[1]。 

ICT を教育に利用するメリットは多々あるが、

電磁データとして集計などを容易にする。ならび

に学びに関するログを記録できることがある[3][4]。 

複合機(コピー機)のスキャン機能は、コピーをす

る操作とほとんど同じ操作感によりアナログデー

タをデジタルデータに変換できる。また、「紙」や

「手書き」の特徴を活かしたシステムは幾つか報

告[3][5][6][7][8]されているが、1 万人規模の大学におい

て全学的に提供している例はないようである。 

本稿では、大学の授業や試験において多数の学

生に手軽に少ない設備投資で利用できる「紙」や

「手書き」の特質[9][10]を活かして、複合機と ICT と

を組み合わせた、学生、教員双方に ICT のスキル

を必要としない簡易な授業支援ツール、「マークシ

 

図１ マークシステムツール概要 
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ステム」、「りす Can」の 2 種類について報告する。

「マークシステム」は、学生の手書き文字やマー

クから、学籍番号や解答をデジタルデータに変換

することにより、その後の集計を容易にしている。

「りす Can」は、ログイン認証して個別ページを

表示する Web 画面と組み合わせることにより、学

びに関するログを残せる機能を提供している。あ

わせて、4 年を経過して提供して運用した実績に

ついても報告する。 

 

2 マークシステム 

2.1 ツール概要 

複合機から出力した普通紙(コピー用紙)の小テ

ストのマークシート用紙を学生に配布して、解答

してもらう(リソグラフでは、印刷が不鮮明である

ためマークシートの識別番号およびマーク欄の誤

認識が多い)。その後、複合機のスキャン機能と

OCR ソフトにより電子データに変換して、成績処

理ソフトあるいは、Excel 等を用いて集計する。

2015 年度から運用しているツール概要を図 1 に示

す[11][12]。図 2 に提供しているシートの例を示す。 

このツールでは、学籍番号についてのみ手書き

とマークの読み取りの整合性をチェックするよう

にしている。 

 

2.2 利用状況 

定期試験での利用状況を表 1 に、通常授業での

利用状況を表 2 に示す。多くの場合は、受講学生

が多い授業において教員が採点の手数を減らす目

的で利用している。利用状況は、年々増える傾向

表 1 定期試験での利用状況 

10問 25問

1100 1250 1255 1255

年度 期 白 白
白

(両面)
レモン
(両面)

白 レモン

2015年度 2期 5,000 2,500 7,500

1期 250 5,000 2,700 7,950

2期 5,000 3,000 8,000

1期 5,500 3,500 700 500 10,200

2期 4,500 3,000 300 100 7,900

2018年度 1期 200 5,000 5,000 200 1,000 500 11,900

※　同じ試験時間内において設問数の都合で２枚使いたい意図がある場合に白とレモンを利用している。

設問数等
1002(採点欄あり) 計

2016年度

2017年度

自由記述50問

 

 表 2 2018年度１期 通常授業での利用状況 

教員名 使用時限 OCR種別 設問数等 数量（枚） 備考

A 1000 自由記述 100 ほぼ毎週（100×8コマ）

B 1000 自由記述 60 毎週使用（60×13コマ）

C 1002 自由記述 250 毎週使用（250×13コマ），採点欄あり

D 4月 1000 自由記述 600 150枚×4

E 5月 1250 25問 380

F 6月 1255 50問 200 両面印刷

G 6月 1002 自由記述 140 70枚×2，採点欄あり

G 6月 1100 10問 120 60枚×2

E 6月 1250 25問 400 100枚×4

D 6月 1000 自由記述 500 100枚×5

小計

不
定
期
利
用

定
期
使
用

4月～7月

7170
 



 

である。2016 年の提供当初は、10 問と 25 問のマ

ークシートのみであった。その後、利用する教員

の要望により、自由記述、50 問、75 問、100 問の

提供を順次追加した。また、コピー用紙を変更し

たために紙の地色が変わってしまい、マークのガ

イドの印字色やスキャンの閾値の変更をしなけれ

ばならないこともあった。 

定期試験での運用においては、以下を実施して

いる。 

 学生の不適切な記入に依る誤認識を避ける

ために記入の注意事項をあらかじめ試験開

始前に読み上げるように試験監督者に依頼

する。 

 50 問を超える場合には、１枚の用紙で解答

欄が収まらないため複数枚になる。その場

合には学生・教員・試験監督者が解答用紙

を間違えないようにするため色紙を利用す

る。 

 OCR 処理でエラーになった場合の目視補

助、および試験解答用紙の不正利用抑止の

目的で、1 枚 1 枚のマークシートには、ユ

ニークな番号を印刷する。 

運用例としては、図 1 の⑤まで利用して、その

後は教員が作成した Excel で集計している場合も

ある。さらに、この一部には、日本語の「話す・聞

く・読む・書く」に関する表現力を身につけること

を目的とした授業の作文演習で項番 1000 の自由

記述のシートの利用がある。学生から回収したマ

ークシートをあらかじめ教員が目視により 3 種類

程度に分ける。その分けたマークシート毎にスキ

ャンをして学籍番号のみをデータとして取得して

利用している例もある。 

 

図 2 提供しているマークシートの例 
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このツールは、回収後に教員が複合機からスキ

ャンして採点用プログラムにデータを入力するな

どの多少の手数がある。しかし、LMSのようにWifi

環境などのネットワーク設備や機材がなくても採

点のコストを削減できる効果がある。くわえて、

システムトラブルなどのリスクが無い利点もある。 

 

3 りす Can 

3.1 ツール概要 

資料提示、およびレポート回収・返却の Web ベ

ースのツールである。くわえて、複合機からスキ

ャンして、学生が自由にデータを蓄積することが

可能である。2012 年度から運用しているツール概

要を図 3、利用概要を図 4 に示す[11][12]。表 3 にユ

ーザ別機能一覧を示す。 

 

3.2 「りす Can」利用状況 

利用状況を表 4 に示す。 

立正大学では、LMS として日本データパシフィ

ック株式会社の WebClass も提供している。本

稿で報告した「りす Can」を利用するメリット

として、教員からは以下のようなことが挙げら

れている。 

 学生から手書きのレポートを回収でき

る 

 授業時間内のレポート回収に要す

る時間と手間を削減できる。 

 授業時間外にレポート提出期限を

設定できる。 

 紙で回収すると教員は重い大量の

紙を持ち帰らなければならない。 

 紙で回収すると紙質や用紙サイズ

がばらばらで嵩張り、読みにくい。 

 学生に返却する場合には、成績など

学生に開示したくない情報をレポ

ートにメモすることができないが、

本ツールを利用することにより複

製を簡単に作成できるため、手控え

と学生返却用とを容易に作成でき

る。 

 回収したレポートにコメントを手書きして

スキャンするだけで返却できる 

 単機能であるために学生の ICT スキルを必

要としない。 

 授業時間内におけるツールの利用方

法の説明の時間を短縮できる。 

 LMS の利用方法を一般教室で説明す

るのは難しい。 

 レポートの提出状況がツールに記録され、

一覧で確認できる。 

 

4 まとめ 

本稿では、「紙」や「手書き」の特質を活かして

複合機を活用して ICT と組み合わせた授業支援ツ

ール２種類について報告した。立正大学では、授

業や試験において多数の学生に手軽で少ない設備

投資で利用できるツールを開発して提供している。

表 3 「りす can」機能概要 

資料参照

レポート提出

返却レポート参照

レポート毎

学生毎

一括返却

学習者向け
メニュー

教授者向け
メニュー

学修Can

レポート

　何でもCan(学生が自由に利用)

　資料提示

 

 
表 4 「りす Can」利用状況 

年度 機能 利用教員数 登録数

資料提示 13 217

レポート 10 97

資料提示 19 625

レポート 18 280

資料提示 17 568

レポート 14 257

資料提示 36 996

レポート 24 452

2014

2015

2016

2017

 



 

これらのツールは、学生/教員双方に ICT のスキル

を必要としない簡易な学習支援環境を実現してい

る。 

学内全域でWifi利用できるように環境整備を進

めているが、まだ授業中に学生の一斉利用環境を

整備できている教室は少ない。このような状況に

おいて、システムトラブルなどのリスクがなく、

手軽に利用できて教員の授業運営コストが削減で

きる「マークシステム」は、今後も、しばらくの間

は利用されると想定している。アンケートなど、

精度よりも手軽さを重視して複合機でスキャンし

たら集計結果まで出力するツールも現在構築中で

ある。 

「りす Can」は、仏教学部と文学部の利用して

いる教員の割合が他学部に比べて高い。「手書き」

のレポートに重点を置く授業内容の場合には有効

であり、教員の授業運営負荷が軽減されているこ

とについて評価を得ている。 

ICT を活用した教育の質的改善を進めているが、

まだ学内設備、および学生/教員の ICT スキルを照

らし合わせると、すべてをデジタルで扱える環境

整備ができていない状況である。そのため、「紙」

や「手書き」のアナログを ICT で支援することは

環境整備と学生/教員の ICTスキルが向上するまで

は利用され続けられると考える。 

当初の設計[11]では、本稿で紹介した 2 つのツー

ルを統合して e ポートフォリオのエビデンスとし

ての提供を含んでいた。今後も引続き、e ポートフ

ォリオとの連携も検討してゆきたい。 
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図 4 「りす Can」の「学修 Can」機能利用概要 
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